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中山雅敬先生をお招きして、セミナーを開催します。血管内皮細胞の細胞生物学的研究の

先駆者である中山先生に、最新の研究成果を創薬につなげる展開をご紹介いただきます。 

学部生、大学院生をはじめとした若手研究者や教員の皆様も奮ってご参加ください。 

 

要旨 

糖尿病は、高血糖により微小循環障害が起こり、腎症を含む様々な臓器の機能不全が合併する。

治療法として血糖値の制御が第一に挙げられるが、多くの患者は高血圧も伴うため、降圧剤を
処方される。降圧剤の一部には糖尿病下で特定の臓器保護作用を持つものが知られる。同作用

は標的特異性や薬物動態の違いによる降圧作用の副次機能と認識されている。我々は、高血
糖条件で血管内皮細胞から分泌され糸球体の恒常性を制御する因子を同定し、同因子制御機

構の破綻が糖尿病性腎症を増悪化させることを見出した。さらに、ハイスループットスクリーニン
グを行い、分泌阻害剤を同定した結果、腎保護作用を持つことが知られるカルシウム拮抗薬が

複数同定された。これらの薬剤による分泌阻害効果は、降圧作用と非依存的であることが示唆さ
れた。また、これらの研究を通じて、マックスプランク研究所発の創薬支援ベンチャーカンパニー, 

Lead Discovery Center（LDC）や大手製薬企業と共同研究を経験した。これらの活動を通じ、創
薬・製薬のモデルが過去と現在において大きく変遷しており、製薬業界に存在する「死の谷」問題

を認識するに至った。本講演では、死の谷問題克服のため、マックスプランク研究所での経験を
もとに、本邦における創薬の未来についても議論していきたい。 
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